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テレワークにおけるワークエンゲージメントのための動画日報に

おける発話内容の検討 
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概要：テレワークの普及は著しいが，組織管理は容易ではない．組織メンバ間の距離の増大によるコミュニケーショ
ン不足などからワークエンゲージメントの低下も問題となっている．我々はテレワーク下の組織管理，とりわけワー
クエンゲージメントの維持向上を目的として，動画日報の利用を提案している．動画日報とワークエンゲージメント

の関係について，動画日報における発話に注目して分析したところ，特定ワーカのケースではあるが，高いワークエ
ンゲージメントは発話文字数が多いことと関係するなど，興味深い結果が得られた． 
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1. はじめに   

企業活動が変革を迎えている．ワーカが同じ場所で同時

に働くことが減り，自宅からのテレワークが増えている．

対面勤務に比べて，テレワークではより自由な勤務時間と

職場環境から，仕事のプレッシャーの軽減や生産性の向上

などのポジティブな影響があるとされる[1]． 

しかし，テレワークは企業の組織管理をより困難にする．

社員が時空間的により遠隔となり，社内のコミュニケーシ

ョン不足が問題となる．組織内のコミュニケーションは組

織として不可欠である[2]．従来研究では，社内コミュニケ

ーションはワークエンゲージメントの向上に正の影響があ

ることが示されている[3, 4]．社内コミュニケーションが不

足しがちなテレワークでは，ワークエンゲージメントの低

下が問題となる[5, 6]． 

この問題の解決策として，動画日報の利用が提案されて

いる[7]．これは，ワーカが毎日動画を録画してマネージャ

に仕事の進捗状況を報告し，マネージャからフィードバッ

クを返すもので，このようなやりとりを通じて，テレワー

クにおけるワーカとマネージャ間のコミュニケーション不

足問題を改善することを狙う．先行研究により，動画日報

において，エンゲージメントが低い時にワーカはより多く

長い言い淀みを使う傾向があることが示され，動画日報か

らワークエンゲージメントを把握できる可能性が示唆され

ている[7]． 

本稿では，動画日報における発話に注目して，ワークエ

ンゲージメントとの関連を検討した．ワーカ 1 人の長期に

わたる動画日報を題材として，動画日報における発話の文

字数と話速について，エンゲージメント，仕事の満足度，

仕事の明瞭度，自己評価的仕事の程度（アセスメント）と

の関係を分析した．その結果，動画日報の発話文字数はエ

ンゲージメント，アセスメントと正の関係が見られ，明瞭
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度と負の関係が見られた．また，動画日報の話速は満足度

と正の関係が見られた．加えて，日報に使われた単語を分

析したところ，タスクの内容とワーカの主観状態がエンゲ

ージメントと関連している可能性が見られた． 

2. 関連研究 

2.1 ワークエンゲージメント 

ワークエンゲージメントとは，ポジティブで充実した，

仕事に関連した主観状態と定義されている[8]．これは企業

とワーカ両方にプラスの影響を与える．従来研究では，高

いエンゲージメントは生産性の向上[9]，よりよいパフォー

マンス[10]，組織のレジリエンスの向上[11]などに繋がって

いる．エンゲージメントは組織に様々な利益をもたらすた

め，ワークエンゲージメントの維持・向上は，組織管理に

おいて常に重要な課題である． 

ワークエンゲージメントに関する多くの研究では，マネ

ージャの役割が強調されている．マネージャから適切なフ

ィードバックを受けることは，ワーカのエンゲージメント

を向上させる効果がある[3, 12, 13, 14]． 

しかし，ワーカとマネージャのコミュニケーションが不

足しがちなテレワークにおけるワークエンゲージメントの

維持向上手段は，従来研究が少ない．会話型エージェント

の会話スタイルの種類がワークエンゲージメントを影響す

ることが示されたり[15]，仕事の進捗状況をまとめる個人

用ツールの使用がエンゲージメント向上に有効であること

が示されたりしている[16]程度である． 

2.2 実務における活動報告 

実務では，活動の報告はよく知られており，日報，週報

などの形式で実践されている．活動報告は有用な組織管理

手段であり，ワーカとマネージャ間の重要なコミュニケー

ション手段である[17]． 

しかし，学術的研究は極めて少ない．報告内容の分析に

よるワーカの離職傾向の予測が研究されている例はあるが

[18]，活動報告はワーカがマネージャに一方的に提出する

だけであることも多く，ワーカへのフィードバックが不足

Vol.2021-GN-113 No.17
2021/3/16



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2021 Information Processing Society of Japan 2 
 

し，マネージャから自分に何が期待されているかがわから

ないことも多い[19]．また，活動報告はおよそテキスト形

式であり，それ以外のメディアの利用についての議論は限

られている．職場での活動報告の活用について研究の余地

は大きい． 

2.3 ピープルアナリティクス 

ピープルアナリティクスとは，データアナリティクスを

利用して組織や人事管理を改善するための手段と定義され

ている[20]．それは，ビジネスや雇用の成功に関連する新

たな定量的データを発見し，ビッグデータを利用して職場

の意思決定を行い，管理者の主観的な意思決定に取って代

わることに焦点を当てている[21]．従来研究では，企業間

の人材移行を予測するためのビジネスソーシャルネットワ

ークデータのマイニング[22]，ワーカのヒューマンファク

ターを評価するための電子メールの意味分析[23]などがあ

り，ピープルアナリティクスが多くの場面で有用であるこ

とが示されている． 

しかし，ピープルアナリティクスはデータ主義であり，

データはワーカから自動的，一方的に収集されるため，ヒ

ューマンタッチが欠落している．そこでインタラクティブ

ピープルアナリティクスが提案されている[24]．インタラ

クティブピープルアナリティクスは，組織メンバ間のイン

タラクションに焦点を当て，エンゲージメントと組織目標

の達成度を向上させるためのデータ分析技術と定義されて

いる．組織メンバの主体的なインタラクションを通じてデ

ータを収集することで組織メンバへの尊重が示され，また，

データ収集の過程で人と人とのインタラクションが強化さ

れる．これによって，ワーカと企業両方を活性化すること

が可能であろうと提案されている．本稿では，インタラク

ティブピープルアナリティクスの概念に合致した動画日報

について，エンゲージメントとの関係を検討している． 

3. 動画日報 

3.1 動画日報の効果 

企業等で活動報告に日報はよく利用されていることを

背景に，動画日報の提案と，テレワーク環境でのエンゲー

ジメント低下問題に有用である可能性について議論され，

また具体的に，動画日報の音声情報の一部とエンゲージメ

ントの関係が報告されている[7]．図 1 に，提案されている

動画日報の利用方式を示す．ワーカが日々の仕事の進捗を

動画で記録して報告する．マネージャはその内容に対して

ワーカにフィードバックを返す． 

動画日報の利用には，テレワーカにとって幾つものメリ

ットがある．職場での毎日の報告は簡潔であることが望ま

しく，報告をすること自体が仕事になってはならない[16]．

動画日報では，1 日の仕事進捗の報告には 30 秒程度の動画

で十分なので，ワーカの負担にはならない．また，動画日

報の録画は，スマホなど手元のモバイルデバイスで可能で， 

 

図 1 動画日報の利用方式 

 

いつでもどこでもできる．従来のテキスト日報と比べ，動

画形式の日報はより情報が豊富である．動画はテキストよ

り感情的情報を含めやすい[25]．したがって今後詳しい分

析を行えば，感情的な内容も把握しやすくなることが予想

され，エンゲージメントの推定にも役立つ可能性がある．

動画日報の録画すること自体がエンゲージメントの向上に

役立つことも期待できる．日報の記録はワーカにとって仕

事の進捗に対する意識を高めることができ，エンゲージメ

ントにポジティブな影響を与えることができる[16]．また，

日課として長期的に動画日報を録画することは，ワーカの

自己管理の役割も果たす．より多くの自己管理手段を使う

ことはワークエンゲージメントの向上に役立つ[26]．そし

て，このようなやりとりで，マネージャからのフィードバ

ックを受けることによりワークエンゲージメントを向上さ

せる可能性がある． 

3.2 動画日報データ 

本稿では，50 代の男性日本人会社員 1 名の 2 年以上にわ

たる動画日報（2017 年は 142 件，2018 年は 194 件，2019

年は 82 件の合計 418 件）を用いた[7]．動画日報はこのワ

ーカのスマートフォンのフロントカメラを使って録画され，

その日の仕事の進捗状況が日本語で報告された． 

より具体的な動画日報の録画プロセスは以下のとおり

であった．録画を開始する前に，その日の仕事の進捗状況

を振り返りながら，1 分程度の時間をかけて，簡単な要約

をテキストで作成した．その後，座って 30 秒程度の報告を

開始した．映像は常に肩から上で顔全体を含む（図 2）．報

告内容は，日付，それから今進行中の課題の進捗状況，会

議の出席状況，今後の予定，仕事上の問題点などであった． 

3.3 エンゲージメントの評定 

ワーカ自身による日々のエンゲージメントの評定がな

された．評定は日報の作成時ではなく後日行われた．評定

は，エンゲージメント，仕事の満足度（満足度），報告の明

瞭度（明瞭度），自己評価的内容の程度（アセスメント）の

4 つの項目について行われた． 

エンゲージメントの評定にはユトレヒト・ワーク・エン

ゲージメント・スケール（UWES）を用いた[8]．この尺度

では，ワーカのエンゲージメントを，活力，熱意，没頭の

3 つについて，0 から 6 までの評点をつける．本研究では，

ワーカに大きな負担をかけないよう，3 つの質問のみで構

成された短縮版の UWES-3 を使った[27]．ワークエンゲー 
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図 2 動画日報データ 

 

ジメントのスコアは，3 つの質問の平均値で得られる． 

満足度，明瞭度，アセスメントの 3 項目については，独

自に高・中・低の 3 段階の評定とした．先行研究では，仕

事の満足度とワークエンゲージメントとの関連が高いこと

も知られている[28]．報告の明瞭度はワークエンゲージメ

ントを予測するための要因の 1 つである[29]．自分の進捗

状況を意識することは，ワーカにポジティブな効果をもた

らすことができる[16]．動画日報における自己評価の内容

がどの程度含まれているかを測るために，アセスメントの

項目を用いた．自己評価的内容の程度とは毎日行うルーチ

ンワークとそうではない非ルーチンワークという 2 種類の

タスクに対応する． 

4. 分析 

4.1 評定項目による動画日報の分類 

我々はまず，各評定項目の結果に応じて動画日報を分類

した．エンゲージメント項目において，全 418 件のデータ

の平均スコアは 2.31，標準偏差は 0.35（M=2.31，SD=0.35）．

それを降順に並べ替えた後，高エンゲージメント群

（M=2.57，SD=0.29）と低エンゲージメント群（M=2.05，

SD=0.16）と呼ばれる半分ずつの 2 つの群に分けた．満足

度，明瞭度，アセスメント 3 項目について，それぞれの評

価カテゴリーに応じて 3 つの群に分けた，その結果は表 1

に示した． 

4.2 発話内容特徴量の抽出 

本稿では，発話の文字数と話速の 2 つの特徴量に着目し

た．発話文字数は日報の内容を量的に測るものである．話

速は感情的な要因と深く関連していることがこれまでに議

論されている[30]．エンゲージメントも，話速と関連して

いる可能性がある． 

 

表 1 満足度，明瞭度，アセスメント 3 項目の群分け結果

（N＝418） 

評価項目 高 中 低 

満足度 67 124 227 

明瞭度 181 225 12 

アセスメント 67 22 329 

 
 

これらの特徴量を得るために，まず Google Cloud 

Speech-to-text API を利用して，各動画日報の発話音声を発

話テキストに変換した[31]．そして発話テキストの文字数

を得た．また，各動画日報で発話が始まってから最後の文

が終わるまでの実発話時間も計測した．話速は各動画日報

の実発話時間における毎分の文字数とした． 

タスクの内容はワーカのエンゲージメントに影響を与

えると考えられる[32]．動画日報で使われた単語を分析す

ることでワーカがどのようなタスクをしたかが分かるため，

日報に使用された単語の頻度を集計した．Python の日本語

形態素解析ライブラリであるMeCab [33]と日本語辞書であ

る Unidic-lite[34]を用いて，発話テキストから品詞を抽出し

た．ここでは名詞，動詞，形容詞を抽出した． 

5. 結果 

各評価項目について，まず各群における特徴量の平均値

（M）と標準偏差（SD）を計算した．その後，統計解析ソ

フトウェアである SPSS を利用し，一元配置分散分析

（ANOVA）を行い，また必要に応じてさらに多重検定

（LSD）を実施した．その他，高エンゲージメント群と低

エンゲージメント群間での使用単語の差異について検討し

た． 

5.1 発話内容特徴量と評価項目 

エンゲージメントと文字数と話速の関係を図 3 に示す．

高エンゲージメント群（M=98.37，SD=33.55）の方が低エ

ンゲージメント群（M=84.90，SD=25.00）より有意に発話

文字数が多いことがわかった（F=21.645，p=.000）．一方，

エンゲージメント群間で，話速に有意差はみられなかった

（F=0.397，p=.529）． 
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図 3 (a). エンゲージメントと文字数の関係 (b). エン

ゲージメントと話速の関係 (N＝418) 

 

図 4 に満足度と文字数と話速の関係を示す．文字数は違

う満足度群間で差があるとは言えないが（F=1.527，p=.218），

話速について，満足度の低群と中群（t=2.111, p=0.035），低

群と高群（t=3.515, p=0.000）の間で有意差がみられた． 

図 5 に示すように，文字数は，明瞭度の低群と中群

(t=2.257，p=.025），低群と高群（t=3.448，p=.001），中群と

高群（t=3.596，p=.000）の間で，いずれも有意差がみられ

た．話速は明瞭度の中群と高群（t=3.180，p=.002）の間で

有意差がみられた． 

 

 

 

図 4 (a). 満足度と文字数の関係 (b). 満足度と話速の

関係 (N＝418) 

 

 

図 5 (a). 明瞭度と文字数の関係 (b). 明瞭度と話速の

関係 (N＝418) 

 

図 6 は，アセスメントと発話内容特徴量との関係を示し

たグラフである．文字数は低アセスメント群と中アセスメ

ント群（t=-2.026，p=.043），低アセスメント群と高アセス

メント群（t=-5.752，p=.000）の間で有意差が認められた．

話速にはアセスメント群間（F=2.102，p=.124）での差はみ

られなかった． 

 

 

 

図 6 (a). アセスメントと文字数の関係 (b). アセスメ

ントと話速の関係 (N＝418) 
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5.2 単語の出現回数とエンゲージメント 

自動抽出された結果に対して，手動で次の処理を行った．

まず，同じ意味と思われる単語を 1 つにまとめた．例えば

「ミーティング」と「会議」．また，自動認識されない単語

（プロジェクト名や団体名などの固有名詞），誤認識を修正

した．その後，低エンゲージメント群と高エンゲージメン

ト群における，単語の出現回数を比較した． 

5.2.1 名詞とエンゲージメント 

全ての動画日報において，名詞は合計 9846 回出現した．

そのうち低エンゲージメント群で 4669 回，高エンゲージメ

ント群で 5177 回である． 

表 2 と表 3 にそれぞれ低エンゲージメント群と高エンゲ

ージメント群における出現回数上位 10 位の名詞を示した．

動画日報では時間関連の名詞，例えば「年」，「月」，「午前」，

「午後」及び時刻の数字などが多く出ている．これらの名

詞は報告者のタスクの内容との関連性が低いと考えられる

ため全て除いた． 

これら 2 つの表を比較すると，「資料」，「作成」，「プロ

ジェクト A」はどちらの群においても頻出した名詞であり，

順位も大きな違いがない．両者の主な違いとして，低エン

ゲージメント群だけで出現した名詞は「調査」，「団体 A」，

「対応」と「関連」である．一方で「論文」，「課題」，「デ

ータ」，「検討」は高エンゲージメント群のみに出現してい

る．また，同じ単語でも，各群において順位が異なること

がある．「調整」は低群では 4 位だが，高群では 7 位になる．

「会議」は低群の 7 位の同時に高群の 10 位である．逆に，

「打ち合わせ」は低群では 6 位だが，高群では 3 位となっ

ている． 

 

表 2 低エンゲージメント群における出現回数上位 10位の

名詞 

順位 単語 出現回数 

1 資料 112 

2 作成 103 

3 プロジェクト A 74 

4 調整 66 

5 調査 65 

6 打ち合わせ 60 

7 会議 50 

8 団体 A 49 

9 対応 45 

10 関連 44 

 

 

表 3 高エンゲージメント群における出現回数上位 10位の

名詞 

順位 単語 出現回数 

1 作成 96 

2 資料 87 

3 打ち合わせ 84 

4 プロジェクト A 74 

5 論文 68 

6 検討 45 

7 調整 40 

7 課題 40 

9 データ 39 

10 会議 38 

 

5.2.2 動詞とエンゲージメント 

動詞は低エンゲージメント群で 415 回，高エンゲージメ

ント群で 486 回出現した．両群において大きな違はなかっ

た．「関する」，「する」，「行う」が頻出した． 

5.2.3 形容詞とエンゲージメント 

形容詞の出現数は名詞，動詞と比べると極めて少なく，

低エンゲージメント群で 12 回，高エンゲージメント群で

22 回出現した．表 4 と表 5 に示すように、高群では低群よ

り多種類がみられた．具体的には，低群では「いい」3 回，

「浅い」2 回，「えらい」，「ない」，「おいしい」，「重い」，「怖

い」，「悪い」と「黒い」各 1 回出現した．高群では「いい」

と「良い」各 3 回，「新しい」と「悪い」各 2 回，「浅い」，

「ない」，「固い」，「欲しい」，「はかばかしい」，「辛い」，「強

い」，「おいしい」，「やさしい」，「高い」，「甘い」と「上手

い」各 1 回出現した． 

 

表 4 低エンゲージメント群における形容詞 

順位 単語 出現回数 

1 いい 3 

2 浅い 2 

3 えらい 1 

3 ない 1 

3 おいしい 1 

3 重い 1 

3 怖い 1 

3 悪い 1 

3 黒い 1 
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表 5 高エンゲージメント群における形容詞 

順位 単語 出現回数 

1 いい 3 

1 良い 3 

3 新しい 2 

3 悪い 2 

5 浅い 1 

5 ない 1 

5 固い 1 

5 欲しい 1 

5 はかばかしい 1 

5 辛い 1 

5 強い 1 

5 おいしい 1 

5 やさしい 1 

5 高い 1 

5 甘い 1 

5 上手い 1 

 

6. 検討 

本稿では，ワーカ 1 名による長期の動画日報における発

話内容を分析した．その結果，日報における発話文字数は

多いことはエンゲージメントが高いこと，評価的内容が多

いことや，報告の明瞭度が低いことに関係することがわか

った． 

発話文字数が多いことは報告内容が充実していること

と関係する可能性が考えられ，そもそもワークエンゲージ

メントが仕事に関連する充実した状態である[8]ことと考

え合わせると，発話文字数とエンゲージメントが関連する

ことは自然ともいえ，発話文字数をエンゲージメントを把

握するための 1 つの指標とできる可能性がある． 

日報において評価的内容が多いということが発話文字

数を増やす方向に働くのは，評価を説明するための語数が

そうでない場合に比べて多く必要となるからと考えられる．

報告の明瞭度が低いことが発話文字数を増やす方向に働く

ことも，同じように，単純明快でない内容を説明するため

の語数がそうでない場合に比べて多く必要となるためと考

えられる． 

話速が早いことは，仕事の満足度が高いことに関係する

こともわかった．人はポジティブな状態で無意識に早口に

なることがある[29]．その故，ポジティブな感情であるエ

ンゲージメントは，早口の動画日報と繋がっている可能性

が示唆される． 

各エンゲージメント群における単語の出現頻度の比較

は，タスクの内容やワーカの主観状態がエンゲージメント

に影響を与える可能性を示した．名詞の比較結果では，ル

ーチンワークの「資料」の「作成」以外の部分に違いがみ

られた．このような低エンゲージメント群と高エンゲージ

メント群の差異は，異なるタスクがエンゲージメントに影

響を与えることを示している[32]．本稿の場合，「関連」内

容の「調査」や取引先の「対応」などのタスクよりも，「論

文」や「データ」，「課題」の「検討」など，より目に見え

る成果が得られるタスクの方がワーカにとって好ましかっ

たと読むこともできる．出現回数順位の違いから，仕事や

課題の「調整」，「会議」の出席などのタスクは，ワークエ

ンゲージメントの低下に繋がるかもしれない．逆に，他者

と相談・交流するための「打ち合わせ」のようなワーカが

主導的役割を持っているタスクは，エンゲージメントを向

上させるかもしれない． 

形容詞の出現には種類の違いがあった．日報は仕事進捗

を記録するものであり，仕事上の文書に相当するため，主

観的な状態を表す単語の出現はそもそも少ないと思われる．

したがって逆説的に，出現した形容詞の意味は大きい可能

性がある．「良い」，「はかばかしい」，「やさしい」などポジ

ティブな形容詞は高エンゲージメント群のみに出現した．

発話内容のうち形容詞からエンゲージメントを推測するこ

とが可能かもしれない． 

今回分析されたデータは特定個人の日報であるため，一

般的な結論が得られたとは言い難い点は，本分析の限界と

しておくべきである．個人差が結果にどの程度影響を与え

ているか今回の結果からはわからない．今後はワーカ数を

増やし，十分なデータを分析する必要がある． 

7. 結論 

本稿では，テレワーク環境におけるワークエンゲージメ

ントのための動画日報における発話内容について検討した．

ワーカ 1 名による長期の動画日報を分析することで，発話

文字数が多いことは高いエンゲージメントと関係し，評価

的内容が多いことや，報告の明瞭度が低いことに関係する

ことがわかった．また，話速が早いことは高い仕事満足度

と関連があった．高低エンゲージメントにおける出現単語

の比較からは，タスクの内容がエンゲージメントに影響し

ていることが見え，また，発話テキスト中の形容詞がエン

ゲージメントと繋がっている可能性が考えられた． 

このように，本稿の結果は，動画日報における発話内容

とワーカのエンゲージメントの間に関連があることを示唆

する．本稿の結果は先行研究で示されたパラ言語とエンゲ

ージメントとの関連性と合わせて利用することが考えられ

る．これはテレワークのエンゲージメント低下問題を解決

するために，動画日報の利用が有望であることを示してい
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